国東市スポーツ大会出場奨励金要綱

令和2年3月25日　
国東市告示第29号　
改正　令和3年3月29日告示第42号
改正　令和4年2月16日告示第9号
　(目的)

第1条　九州規模以上のスポーツ大会に出場することにより、本市のスポーツの振興に寄与すると認められる個人又は団体に対して、国東市スポーツ大会出場奨励金(以下「奨励金」という。)を交付する。
　(対象事業)
第2条　この奨励金の交付対象となる事業(以下「対象事業」)は、次の各号のいずれかに該当する事業とする。
　(1)　公益財団法人日本スポーツ協会若しくは公益財団法人日本オリンピック委員会に加盟する競技団体又はその上部団体が主催する九州規模以上のスポーツ大会で、県大会以上の予選を勝ち抜き上位大会へ出場するもの又は推薦を得て出場するもの

  (2)　前号に掲げる事業のほか、市長が特に認めるスポーツ大会へ出場するもの

　(交付対象者)

第3条　この奨励金の交付を受けることができる者(以下「対象者」という。)は次の各号の全てに該当するものとする。

(1)　本市に住民票を有し、市内に在住する者
(2)　対象事業に出場する登録選手及び補欠選手並びに指導者(監督・コーチ等)。ただし、指導者については2名以内を対象とし、出場選手が1名のときは1名までを対象とする。
　(3)　国東市からの他の補助金等の助成を受けていない者

　(奨励金の額)

第4条　奨励金の額は、別表に定めるところによる。
　(申請及び請求)

第5条　奨励金の交付を受けようとするもの(以下「申請者」という。)が奨励金の交付を受けようとするときは、国東市スポーツ大会出場奨励金交付申請書兼請求書(様式第1号)に次の各号に掲げる書類を添付して、市長に提出しなければならない。
(1)　予選大会の要項及び予選大会の成績表又は推薦状

(2)　対象事業の要項
(3)　対象事業に出場する者の名簿　
(4)　対象事業のエントリー表又はこれに準ずる資料
2　前項の規定による申請及び請求の回数は、1年度につき3回を限度とする。

3　予選結果により、複数の大会出場権を得た場合は、その中で最も上位となる大会に対し、奨励金を交付する。
　(交付決定)

第6条　市長は、申請者から国東市スポーツ大会出場奨励金交付申請書兼請求書の提出があったときは審査の上、奨励金を交付するか否かを決定し、交付を決定した際はその旨を交付決定通知書(様式第2号)により申請者に通知するものとする。

　(実績報告)

第7条　奨励金の交付決定を受けた申請者は、事業終了後10日以内に、実績報告書(様式第3号)に次の各号に掲げる書類を添付して、市長に提出しなければならない。
(1)　大会の成績表
(2)　大会に参加したことがわかる写真

　(奨励金の返還)

第8条　市長は、奨励金の交付を受けた申請者が次の各号のいずれかに該当する場合は奨励金の交付決定を取り消し、若しくは変更し、又は既に交付した奨励金の全部若しくは一部の返還を命ずることがある。
　(1)　対象事業が中止となったとき。

　(2)　対象事業へ参加しなかったとき。

　(3)　申請内容に虚偽又は不正等があったとき。
2　市長は、前項の規定により奨励金返還を求めるときは、国東市スポーツ大会出場奨励金返還通知書（様式第5号）により通知するものとする。

別表(第4条関係)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位：円)　

	区分
	小・中・高校生
	一般

	
	個人
	団体
	個人
	団体

	
	
	10人未満
	10人以上
	
	10人未満
	10人以上

	九州大会

西日本大会
	7,000
	7,000×対象者数
	70,000
	3,500
	3,500×対象者数
	35,000

	全国大会
	14,000
	14,000×対象者数
	140,000
	7,000
	7,000×対象者数
	70,000

	国際大会
	30,000
	30,000×対象者数
	300,000
	15,000
	15,000×対象者数
	150,000


備考　小・中・高校生を引率する監督・コーチは、小・中・高校生区分の額とする。

　　　附　則

　この告示は、令和2年4月1日から施行する。
　　附　則（令和3年3月29日国東市告示第42号）

　この告示は、令和3年4月1日から施行する。
附　則（令和4年2月16日国東市告示第9号）

　この告示は、令和4年4月1日から施行する。
